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「グループ」の

ミッション・バリューズ
の構成要素

「個人」のミッション

　「三越伊勢丹グループ 企業理念」の再整理にあたっては、（株）三越伊勢丹、地域事業会社・関係会社を含めたグループ従業員

約14,000人が、仕事のなかでの「自身のやりがい」「大切にしていること」「三越伊勢丹グループの存在意義」についてのアンケート

に回答。あわせて、グループで約1,600回を超える対話会を行い、一人一人が想いを語り合うことで進めてきました。

　そして、集まった従業員の想いを経営陣が受け止めるとともに、ワークショップや対話会で議論し、想いをつないできました。

こうしたプロセスを何度も反復させながら、“私たちの想い”を見出しました。

従業員の声

従業員の想いを
議論につなぐ

経営陣の
相互理解・団結

従業員アンケート

グループ計
約14,000人

想いを伝える、仲間の想いを聞く

さまざまな仲間との対話会

グループ計約1,600回以上
延べ約1,700時間

従業員一人一人が考え、言葉にする
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経営陣によるワークショップ・対話会3

　一人一人が自分自身のこと、そして三越伊勢

丹グループのことについて改めて考えるための

きっかけとして、従業員アンケートを実施しま

した。私はなぜ三越伊勢丹グループで働くのか

（個人のミッション）、働くうえで私は何を大切

にしているのか（個人のバリューズ）、そして三

越伊勢丹グループにどうあってほしいか（グ

ループのミッション、バリューズ）を設問とし、 

過去・現在から未来に自分の想いをストーリー

化できるよう投げ掛けました。

　そして、地域事業会社・関係会社を含めたグ

ループ計34社、海外出向者やグループ外の出

向者なども含めた、約14,000人の従業員から熱

い想いが込められた回答が集まりました。回答

内容を分析していくと、所属している会社や年
齢層にかかわらず、私たちが大切にしている想
いは一緒であるということが見えてきました。

　会社・部門・所属を超えた対話会、グループ外出向者との対話会、経営陣と従業員の対話会など、普段の業務では交わらない

社内の仲間とも対話を重ねたほか、経営陣同士の対話会も行い、双方の議論を積み重ねながら、経営陣によるワークショップへ

と接合させていきました。

　再整理のプロセスにおける中核として、地域事業会社・関係会社

の社長を含めた経営陣28人による終日のワークショップを複数回

実施しました。「はじめから答えを導き出さず、徹底的な自分自身の

洞察と、従業員との対話を通じて、“私たちの共通の想い”を模索し

ながら導き出していくこと」、それがワークショップで課した経営陣

自らのミッションでした。参加した経営陣は、こうしたプロセスを

繰り返すなかで、経営陣同士がお互いを理解し合い団結し、従業員

からのアンケート内容や従業員との対話会で挙がった声をもとに、

グループ全員の“私たちの共通の想い”を見出しました。あなたが仕事をするな
かで、最も大切にして
いることはなんですか。

設問 2
未来の三越伊勢丹グ
ループはどのような存
在であってほしいか

「一言」でご記入くだ
さい

設問 3
あなたは仕事をするな
かで、どのようなときに

「やりがい」を感じま
すか。

設問 1

会社・部門・所属を超えた対話会

経営陣と従業員の対話会

グループ外出向者との対話会

経営層同士の対話会

ニックネームで呼び合いグータッチであいさつ

班を入れ替えながらグループワークやペアワークを繰り返す

経営陣同士がお互いを理解し合い団結

最後のワークショップを終えて全員の想いが一つに

年齢層 1位 2位 3位 4位 5位

10～20代 進化・変革 お客さま第一 感動 親しみ 文化・伝統

30代 お客さま第一 進化・変革 センス 高揚感・ワクワク感  感動

40代 お客さま第一 進化・変革 感動 センス 高揚感・ワクワク感

50代 お客さま第一 進化・変革 高揚感・ワクワク感 感動  センス

60代 お客さま第一 進化・変革 高揚感・ワクワク感 感動 おもてなし・真心

ワークショップの流れ

2022年
6月

論点の整理

各自の課題意識を
共有し、議論すべ
き論点を整理

2022年
9月

議論

対話会などを通じ
て得た従業員の想
いも踏まえ、論点
について議論

2022年
11月

共通の想いを
言語化

経営陣の意思を固
め、紡いできた想
いを言語化

従業員アンケート1

経営陣によるワークショップ3

さまざまな仲間との対話会2

「三越伊勢丹グループ 企業理念」再整理のプロセス
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